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第１章 調査概要 

 

１－１ 調査背景・目的 

本事業に取り組む背景として、平成 24年度に策定された第２次振興計画において、「人づ

くり、健康づくり、地域づくり」に位置づけられ、「黄福」のまちづくりの方針が打ち出さ

れた。また、平成 26 年度には、美咲町役場全職員へ、運動公園を含む公共施設の適正な維

持管理・活用にむけたＦＭ研修を実施するなど、具体的な公共施設を活用したまちづくりの

意識醸成を行った。さらに、平成 27 年度には、みさき創生総合戦略が策定され、「黄福」ス

トーリーによる地域資源を活用した地域経済循環の推進や地域活性化を進めていくことが

示された。現在は、美咲町内の公共施設の実態調査・白書作成に関する基礎調査を踏まえて、

平成２８年度に公共施設白書、公共施設等総合管理計画の策定を予定している。 

上記のような背景を踏まえて、美咲町の公共施設の新しいあり方を示すための取り組み

として、運動公園および周辺の施設などを含めた官民連携事業の調査の導入が検討された。 

美咲町の第二次振興計画では、たまごかけごはんの発祥の地であり、幸福の象徴である黄

色をモチーフに、幸福＝黄福のまちづくりを基本方針として定めており、地方版総合戦略

「みさき創生総合戦略」では、重点施策として、「教育環境なら美咲町が一番」を掲げ、定

住移住の促進をめざしている。本事業は、美咲町の中心部にある運動公園などの複数の公共

施設を中心に、「黄福」のまちづくりにむけ、健康、生涯学習、食を通じた複合的な施設・

機能の整備手法を検討する。検討にあたっては、既存の複数の公共施設の包括的な管理や周

辺地域を含む施設整備・利活用の可能性について、マーケットサウンディング調査を通じて

明らかにする。 

 

１－２ 調査期間 

本調査の実施期間は、平成２８年８月１日から平成２９年２月２８日までである。 

 

１－３ 調査フロー 

 本調査のフローは、下図の通りである。 
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図表１－１ 調査フロー 

 

 調査スケジュールは以下の通り、実施した。 

  

図表１－２ 調査スケジュール 
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１－４ 実施体制 

 本調査の実施にあたっては、民間の官民連携専門機関との協定に基づく公益活動の一環

そして、プロジェクト会議を設置した。プロジェクト会議の活用に必要な経費は、民間の

官民連携専門機関の自己負担により負担している。 

プロジェクト会議の事務局は、民間の官民連携専門機関と地域づくり課を主管課とし、

検討対象施設を所管する各課（産業建設観光課、健康福祉課、生涯学習課）にも参加いた

だいて調査・検討を行った。 

プロジェクト会議のメンバーは、団体の代表者ではなく、対象施設および地域づくりの

現場で活躍される各分野の実務・担当者を集めた。それは本プロジェクト会議を通じて、

PFI・PPP の知見・経験が豊富でない地域において、長期的な機運醸成、担い手育成につな

げる。 

 

１ 地域商業関係者 

２ 地域活動関係者（観光・交流分野） 

３ 地域活動関係者（まちづくり分野） 

４ 地域活動関係者（にぎわいづくり・活性化分野） 

５ 地域活動関係者（子育て分野） 

６ 金融機関関係者 

７ 有識者（商業開発） 

８ メディア関係者 

９ 文化関係者 

１０ 初等教育関係者 

１１ 教育研究関係者 

 事務局 ： 公民連携専門機関・行政 

図表１－３ プロジェクト会議メンバー表 

（出典）地方自治体公民連携研究財団「美咲町 PPP 共同研究報告書」 
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１－５ プロジェクト会議の活動状況 

 美咲町黄福創生拠点整備プロジェクト会議は、合計５回の会議、２回の視察を実施し

た。運動公園等に関わる主要なプレイヤーに参画いただき、官民連携（PPP）という言葉

の理解から、事例調査、サウンディング調査、今後の推進手法などについて、多様な視点

からのご意見をいただいた。 

 このプロジェクト会議および先進地視察は、民間の官民連携専門機関との公益活動とし

て実施されており、民間側の自己負担により実施した。 

 

回数 プロジェクト活動 内容等 

1 第１回プロジェクト会議 

２０１６年９月２１日 

１８：００－２０：００ 

美咲町役場 

メンバー紹介 

プロジェクトの概要について 

プロジェクトの活動計画について 

視察調査について（岩手県） 

2 先進地視察 

２０１６年１０月１６日

から１９日 岩手県各地 

紫波町 オガール紫波プロジェクト 

遠野市 NextCommonsLab 

陸前高田市 SET   視察調査 

3 第２回プロジェクト会議 

２０１６年１０月２４日 

検討対象施設の利用状況について 

先進地視察調査の成果報告 

「黄福」創生拠点整備の基本的な考え方・方向性に

ついて（ワークショップ） 

①美咲町の「黄福」創生に活かせる「地域資源」 

②美咲町の「黄福」創生に関わる「人材」 

③美咲町の「黄福」のイメージセンテンスづくり 

4 第３回プロジェクト会

議・先進地視察（哲西） 

２０１６年１１月１５日 

視察 9:00-14:30 

会議 18:00-20:00 

美咲町役場 

先進地視察調査の結果報告（新見市哲西 きらめき

広場哲西） 

「黄福」創生拠点整備における必須要素、不可要

素、推奨要素の整理 

「黄福」創生拠点整備にむけたマーケットサウンデ

ィング調査の方向性について 

4 第４回プロジェクト会議 

２０１７年２月２日 

１８：００－２０：００ 

美咲町役場 

「黄福」創生拠点整備に向けたマーケットサウンデ

ィング調査の状況 

 ・マーケットサウンディング調査の内容 

・調査対象・状況 

「黄福」創生拠点整備のとりまとめの方向性 

 ・調査報告書目次（案） 
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・調査概要版（案） 

5 第５回プロジェクト会議 

２０１７年２月２１日 

１８：００－２０：００ 

美咲町役場 

「黄福」創生拠点整備のとりまとめ（案）の協議 

 ・マーケットサウンディング調査の結果 

 ・今後の取り組みの方針 

報告書（案）、概要版（案）の検討 

図表１－４ プロジェクト会議の活動状況 

（出典）同上 

 

  

第３回プロジェクト会議、視察調査（哲西）の様子 
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第２章 施設および事業フレームの検討 

 

２－１ 人口・土地利用等の地域条件 

 

（１）人口 

 美咲町は、岡山県の中央部のやや北側に位置している。隣接する自治体としては、北側に

津山市、東側に美作市、西側に真庭市、南側に久米南町があり、さらに南側には岡山市が位

置している。 

 総面積は２３２．１７㎢で、東には岡山県の三大河川である吉井川、西には旭川が流れて

いる。また、本地域（岡山県久米郡）の最高峰である二上山（689.1m）をはじめとした山間

地と平坦地が続くエリアとなっている。 

 

図表２－１ 美咲町の位置図 

（出典）美咲町第二次振興計画～世界にはばたく「元気」な美咲町～ ４頁 
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（２）気象  

 中国山地の内陸型気候と瀬戸内海の海洋型気候の双方があわさった気候特性を持つ。平

均気温１３．７度、年間王水量１，４１５．８ｍｍで、降霜期間は１１月下旬から４月下旬

と比較的長くなっている。 

 

図表２－２ 美咲町の気象 

（出典）美咲町第二次振興計画～世界にはばたく「元気」な美咲町～ ５頁 
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（３）土地利用 

 美咲町は吉備高原の東端に位置し、大部分が山林となっている農山村地域となっている。

山間部を縫うように流れる吉井川や旭川、そして、支流沿いに開かれた平坦地には、市街地

や集落が帯状に形成されているとともに、山間部にも点在している。平坦地や丘陵地の山腹

には、水田が棚田状に連なり、「日本の棚田百選」にも選ばれた棚田が、美咲町内に二か所

ある。一つは、中央地区に大垪和西（おおはがにし）の棚田、もう一つは、旭地区に小山の

棚田である。また、山林など自然とのふれあいの場となる、中国自然歩道、吉備清流県立自

然公園、吉井川中流県立自然公園のほか、郷土自然保護地域（両山寺地域、幻住寺地域）、

林野庁森林管理所が保護する本山寺学術参考保護林がある。統計上では、総面積に占める可

住地面積は２９．９％、また民有地面積の内訳は山林が７５．８％で大部分を占め、宅地は

わずか３．２％となっている。 

 

 

図表２－３ 美咲町の総面積と可住地面積 

（出典）美咲町第二次振興計画～世界にはばたく「元気」な美咲町～ ７頁 

 

   

図表２－４ 美咲町の民有地面積の割合 

（出典）美咲町第二次振興計画～世界にはばたく「元気」な美咲町～ ７頁 
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（４）人口 

 国勢調査によると美咲町の総人口は、昭和 55年の２０，０２９人以降、減少傾向が続い

ており、平成２２年現在では１５，６４２人となっている。 

 

 

図表２－５ 美咲町の総人口の推移 

（出典）美咲町「美咲町人口ビジョン」（平成 27年 10月） ４頁 

 

 美咲町の総人口は、今後減少が続く見込みとなっており、パターン１では、２０４０年

の総人口が９，８７８人で、２０１０年に比較して約５，８００人減少すると推計され

る。また、パターン２で推計した場合、２０４０年時点でパターン１よりもさらに約５０

０人の減少幅が推計結果として示されている。 
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図表２－６ 将来人口推計のパターンと総人口の推移（推計） 

（出典）美咲町「美咲町人口ビジョン」（平成 27年 10月）１８－１９頁 
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（５）観光 

 美咲町の観光入り込み客数は、平成２１年度から３地区（中央、旭、柵原）すべてで減少

していたが、平成２４年度には回復して、およそ２３万人となっている。 

 

 

図表２－７ 美咲町の観光入込客数と主な観光施設 

（出典）美咲町第二次振興計画～世界にはばたく「元気」な美咲町～ １５頁 

 

 

図表２－８ 大垪和西の棚田（写真） 

（出典）美咲町公式 HP 「観光情報」 https://www.town.misaki.okayama.jp/life/3/3 
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 また、美咲町の観光の目玉として、全国的な知名度を有するご当地グルメが「たまごかけ

ごはん」である。総合計画の「黄福（こうふく）」のとなっているもので、日本においてた

まごかけごはんを広めたと言われている岸田吟香（美咲町出身）にちなみ、地域の特徴的な

グルメとして、まちをあげて広報を行っている。 

 地方版総合戦略においても、地域活性化のコンテンツのひとつとして位置づけ、地域資源

の磨き上げ、マーケティング、プロモーションなどの調査を進めている。その中で、じゃら

んリサーチセンターに委託して調査を実施している。 
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 美咲町のたまごかけごはんを楽しめる場所として、運動公園内に町営の施設として食堂

かめっち。を整備している。指定管理者制度により、民間により店舗運営が行われている。 

 おかわり自由のたまごかけごはんは、３５０円（平成２８年度現在）とリーズナブルな価

格でありながら、うみたてたまごと棚田米のごはんをいただけるということで、地域内外か

ら多くの来街者が訪れている。 

 

  

  

 

（６）交通 

 美咲町は、県北部と南部を結ぶ国道として、中央部に国道５３号線、東部に国道３７４号

線、西部に４２９号の３本の主要な交通網が通っている。また、美咲町の東部には、美作岡

山道路の整備が進められており、県南部との利便性の向上が期待されている。 

 また、北側に接している津山市には、中国自動車道が横断し、そこから中国縦貫自動車道

も接続していることから、高速道路網にも便利な立地条件を兼ね備えている。 
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図表２－９ 主要な交通アクセス網 

（出典）美咲町第二次振興計画～世界にはばたく「元気」な美咲町～ １６頁 

 

平成２２年度の美咲町原田の一日平均の車両通過交通量は以下の通りである。 

 

 

図表２－１０ 国道５３号の断面交通量 

（出典：国土交通省中国地方整備局岡山国道事務所） 
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（７）財政状況 

 美咲町の財政状況は、全体として厳しい状況にある。財政力指数は０．２４であり、経常

収支比率も８２．６％となっている。実質公債費比率も１３．６％と、類似団体の平均であ

る９．８％よりも高い数値となっている。財政全体の状況を点検し、財政健全化に向けた取

り組みを進める。 

 

 

図表２－１１ 美咲町の財政状況 

（出典）岡山県市町村課 HP  http://www.pref.okayama.jp/page/471174.html 

 

  

健全化判断比率

平成26年度(千円･％) 平成25年度(千円･％)

歳入総額 11,446,154 12,117,809 実質収支比率 11.6 11.2

区分 平成26年度(千円) 平成25年度(千円) 区分

82.6 82.111,221,540 経常収支比率

歳入歳出差引 901,377

歳出総額 10,544,777

実質収支 879,287

896,269 　　(※1) ( 87.1 ) ( 86.7 )

翌年度に繰越すべき財源 22,090 26,761 標準財政規模 7,596,217 7,738,366

869,508 財政力指数 0.24 0.23

単年度収支 9,779 42,274 公債費負担比率 22.7 24.6

積立金 214,464 193,077

繰上償還金 138,620 199,395 　実質赤字比率 - -

-積立金取崩し額 - - 　連結実質赤字比率 -

　将来負担比率 53.9 69.6

434,746 　実質公債費比率 13.6 15.4

基準財政収入額 1,434,591 1,406,712 資金不足比率 (※4)

実質単年度収支 362,863

標準税収入額等 1,790,959

基準財政需要額 5,848,168 5,878,381

1,761,624

経常経費充当一般財源等 6,316,317 6,386,222

歳入一般財源等 9,293,459 9,303,010

地方債現在高 13,264,069 14,594,226

債務負担行為額（支出予定額） 529,221

　うち公的資金 11,237,865 11,876,768

597,676

土地開発基金現在高 335,830

収益事業収入 - -

335,697

その他特定目的基金

減債基金
積立金

現在高

財政調整基金 3,274,071 3,059,607

234,789 209,658

2,617,169 2,522,413
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（８）社会保険料の状況 

 美咲町の社会保険料は、岡山県内の比較をすると、高齢者の独居率や介護保険料、要介

護認定率などで、厳しい状況にある。また、介護保険の要支援者数は平均的であるが、介

護状態になってからの方の割合が高く、そのために社会保険料の負担が大きい状況にあ

る。 

 

 

（出典）プロジェクト会議 提出資料（美咲町） 
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２－２ 施設調査 

 

 本調査で官民連携事業の対象となる施設は、運動公園エリアに立地する、以下の１２施設

である。 

 主には、多目的広場、野球場、武道場、テニスコート、屋内ゲートボール場などの運動施

設のほか、児童公園（大型ローラーすべり台等あり）、食堂かめっち。、物産センター、中央

保健センター、ふれあいセンター、林業センターなどがある。 

 

 

図表２―１２ 調査対象施設位置図 
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（１）多目的広場 

 運動公園のメイン施設の一つ。野球、ソフトボールなどにも使える広さを備える施設。夜

間照明があるため、夜の利用も可能。 

 

図表２－１３ 施設カルテ（多目的広場） 
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※フェンスが低いために、高校野球などの硬式試合の会場としては使用できない。 
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（２）テニスコート 

 全天候型のオムニコート４面。夜間照明があるため、夜間利用もできる。 

 

 

図表２－１４ 施設カルテ（テニスコート） 
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（３）野球場 

 運動公園のメイン施設。硬式野球に対応できるグラウンドの規格であるが、隣接の道路が

近いために、高校野球等の公式試合の実施が難しい。 

 

 

図表２－１５ 施設カルテ（野球場） 
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（４）総合体育館 

 大規模な屋内運動施設。バスケットボール２面が取れる大きさの体育館に加え、トレーニ

ングルームや会議室、更衣室、ロビー、管理事務所がある。 

 

 

図表２－１６ 施設カルテ（総合体育館） 

 

  

  

施設カルテ

施設名称 総合体育館

建築年度 S61.3

築年数 31

延床面積 2,681

構造 SRC

施設・設備 管理事務所など

所管課 生涯学習課

利用件数 2043

利用人数 21,251

利用日数 355

利用料収入 1,157,842

写真等
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（５）武道場 

 剣道や柔道で利用できる武道場。 

 

 

図表２－１７ 施設カルテ（武道場） 

 

  

  

 

  


